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月刊武松 第１９７号 討議資料 

 10/1より緊急事態宣言が解除されます。新型コ

ロナウイルス感染者数は、8/20をピークに減って

いますが、その要因が明らかになっていません。 

 ワクチン接種（1回接種済み約70％） 

■県西２市８町の新型コロナウイルス感染状況 

 図1の月間感染者数は、８月が1477人、９月は

352人と大幅に少なくなりました。 

 図２の累計年代性別感染者数は、男女とも20代

が最多で、10～50代の働く世代の感染が多くなっ

ています。 

 図３の9月月間年代性別感染者数は、20代男性

が最多で、特に男女比で男性の多い世代は、10、

20、30、50代で、管内製造業工場のクラスター

（56人）が影響しています。また１０歳未満の感染

も増えています。 

 陽性判明時の症状は、無症状と軽症で９７.２％を

占めています。 

引き続き感染防止対策の徹底を 

１１４,２７４円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代他)         １８,２１６円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)      ２１,１１６円 

通信費(折込、携帯電話代)     ７４,９４２円   

支出計 21/7/1～21/9/30             １１４,２７４円 

 

 

７～９月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 
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 ７月の豪雨の際には、スマホ等に緊急エリアメー

ルが着信し、その警報音に驚いた方も多かったと思

います。一方、当日の防災行政無線は、警報発令時

と解除時等に限定されていました。ここで防災情報

の課題列記し、災害毎にポイントをまとめます。 
 

■防災行政無線（内容確認：0120-244-400） 

・聞こえ辛い。（地形、風雨の音、防音サッシ等） 

・情報量が少ない。 
 

■テレビ・ラジオ 

・広域情報が多い。現在地情報は、スマホに誘導。 

・FMおだわらは、防災行政無線内容をお知らせ。 

・停電時には視聴できない。（電池式ラジオ除く） 
 

■パソコン・スマホ 

・小田原市ホームページ ハザードマップ等掲載 

・小田原市防災メール 防災行政無線と同内容  

・広域情報、現在地情報を取得できる。 

・スマホアプリが充実し、現在地情報を得やすい。 

 ＮＨＫニュース防災アプリのマップは、洪水・

土砂災害ハザードマップと土砂災害危険度マッ

プ、河川情報、津波情報等が閲覧できます。 

・情報が多く必要な情報を得るまでに慣れが必要。 

・パソコンの場合、停電でネットが使用不可。 

・携帯基地局が被災した場合、スマホも使用不可。 
 

 整理するとスマホの有無によって、現在地の情報

取得に差があることがわかります。年代別スマホ保

有率は、60代で50％程度で、70代以上のデータは

ないのですが、当然保有率が低くなっていきます。   

即ち高齢者への現在地情報の提供が、課題であり、

それによって避難に差が出てはなりません。 

 高齢者への情報提供は、まずは家族が、次に地域

が手助けする必要があります。 
 

■災害別の特徴 

 気象等の種類によって特徴がありますので解説し

ます。 
 

いつ災害が想定されるか？ 

 まず天気予報で注意報や警報が市町村ごとに発表

されます。気を付けなければならない時間帯と警報

等の種類から被害を想定します。 

防災情報について 

  

■お知らせ■ 
        

議会報告会は、当面の間、中止します。 
 

   HP      facebook                

                                                                      

▲北條五代祭りにて 

   

どこが危険か？ 

 ハザードマップにより居場所における被害想定

（浸水深さ、急傾斜地・土石流）と避難場所（垂直

避難可能性）を確認します。 
 

今どこが危険か？ 

 NHKニュース防災等のスマホアプリで確認 
 

■地震・津波 

 地震は、発生が予測できません。建物の耐震化

等、発生時に如何に安全な所に居るかが大切です。  

 津波被害が最大となる相模トラフ沿いの海溝型地

震は、本町・浜町で1分、酒匂小八幡で2分で襲来

と、すぐに避難をしなければなりません。また震度

６強～７が想定され、家屋の倒壊や火災の発生のた

め、津波の次に火災避難が必要です。通信も遮断。 
 

■台風・高潮 

 台風（低気圧）は、反時計回りの風で、進行方向

右側の風雨が強いのが特徴です。陸地では、風の当

たる山の斜面側で大雨となります。天気予報で襲来

時期が予測できます。避難の準備をし、いつでも避

難できるようにしておきます。 

 高潮は、台風+南南東の風+満潮の３条件が揃うと

発生する確率が高くなります。静岡東部に上陸し、

南南東暴風で満潮が予測される場合は、暴風が強く

なる前に、あらかじめ避難する必要があります。 
 

■高潮に関する住民説明会の開催について 

 2021年８月に神奈川県が「相模灘沿岸における

高潮浸水想定区域」を再指定しました。この指定を

受け、高潮に関する基礎知識や避難方法等について

の住民説明会を電話予約制で開催します。  

 防災対策課（0465-33-1855）に電話で申込 

回数 日程 場所 定員 

第１回 
10月19日（火） 

18:00～19:30  

マロニエ 

 集会室202  
40 

第２回 
10月22日（金） 

18:00～19:30  

けやき 

 第2会議室  
30 

第３回 
10月23日（土） 

10:00～11:30  

けやき 

 第2会議室  
30 

第４回 
10月31日（日） 

10:00～11:30  

マロニエ 

 集会室202  
40 

NHK 

ニュース防災 
 

App Store 

Google Play 

からアプリを

ダウンロード 


